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（論文審査の要旨） 
 岡本実哲君の博士学位請求論文 Essays on Mechanism Designは、メカニズムデザイン
の手法を用いて、諸制度の設計問題を分析するものである。具体的には、第 1章でオーク
ション市場、第 2章でマッチングマーケット、第 3章で投票制度をそれぞれ扱っている。 
  






























本章の議論の多くは学術誌 American Economic Review (Vol. 108, No. 2, 2018)に論











ここで、5 個残っている着陸枠を、これから時間差で訪れる 6 機に、どう割り当てれば
よいだろうか。このように、事前に予定されていたマッチングを、需要も供給も変化し
たときにどう再編成するかを考える問題を「再編成マッチング」問題と呼ぶ。 


















第 3章 A Characterization of the Borda Rule では投票方式の設計問題を考察してい
る。ここで分析の対象となるのは投票の選択肢に対して「1 位に 3 点、2 位に 2 点、3
位に 1 点」のように配点するボルダルールである。ボルダルールの分析は 1770 年のジ
ャン・シャルル・ド・ボルダの研究に遡る。ボルダは、通常の多数決だと、票の割れが









もう一つは Young (1974, JET)によるもので、キャンセレーション・プロパティ等の
諸性質を満たす投票方式はボルダルールのみ、というものだ。こちらは適用範囲は広い
のだが、キャンセレーション・プロパティは技術的な条件のきらいが強く、あまり規範
的な意味が明瞭ではない。いうなればヤングはボルダルールの数学的な性質を明瞭にと
らえはしたが、必ずしも社会科学的な含意の深い条件でとらえたわけではない。 
岡本君は以上の既存研究を踏まえ、次のような定理を証明した。それは、ペア全敗者基準をは
じめとするいくつかの条件を満たす投票方式はボルダルールのみ、というものだ。適用範囲が広
く、またペア全敗者基準という規範的な意味が明瞭な条件での公理化である。 
 
以上、いずれの章も、当該分野で高く評価されるであろう、もしくはされている理論的研究で
ある。岡本君の技術力は際立って高く、着眼のよさも並外れて優れている。したがって、審査委
員会は全員一致して、岡本実哲君の学位請求論文を卓越したものと認め、博士（経済学）の学位
を授与するのが適当と判断する。 
 
 
 
